
浜
と
渋
谷
を
結
ぶ
首
都
圏
の
大

動
脈
、
東
急
東
横
線
。
路
線
の

ほ
ぼ
中
間
に
位
置
す
る
日
吉
駅
は
、
慶

応
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
最
寄
り
駅

と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

乗
降
客
は
1
日
平
均
13
万
8
０
０
０

人
を
超
え
る
。
東
横
線
21
駅
の
な
か
で

も
渋
谷
、
横
浜
、
中
目
黒
、
武
蔵
小
杉

に
次
ぐ
5
番
目
の
規
模
の
駅
と
し
て
賑

わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

　

東
横
線
の
歴
史
は
古
い
。
前
身
の
東

京
横
浜
電
鉄
が
、
ま
ず
1
9
2
6
年
に

丸
子
多
摩
川
（
現
多
摩
川
）
と
神
奈
川

（
横
浜
駅
近
辺
。
50
年
に
廃
駅
）
間
を

開
通
さ
せ
た
。
翌
27
年
に
は
丸
子
多
摩

川
と
渋
谷
が
接
続
さ
れ
る
。
路
線
が
桜

木
町
ま
で
伸
び
て
全
線
が
開
通
し
た
の

は
32
年
3
月
の
こ
と
だ
。

　

今
で
こ
そ
東
横
線
は
東
急
の
主
力
路

線
だ
が
、
開
通
当
初
は
な
か
な
か
軌
道

に
乗
ら
な
か
っ
た
。
東
急
の
基
盤
を
作

っ
た
五
島
慶
太
は
赤
字
解
消
に
奔
走
し

て
い
た
。
そ
の
五
島
の
も
と
に
、
慶
応

大
学
出
身
の
阪
急
グ
ル
ー
プ
創
設
者
小

林
一
三
か
ら
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

「
慶
応
大
学
が
、
郊
外
に
キ
ャ
ン
パ
ス

　

62
年
に
な
る
と
、
戸
建
地
区
の
南
側

の
地
域
に
団
地
が
建
設
さ
れ
た
。
約

1
3
0
0
戸
か
ら
な
る
、
日
本
住
宅
公

団
の
南
日
吉
団
地
で
あ
る
。
急
速
に
開

発
が
進
む
日
吉
に
都
心
の
企
業
も
注
目

す
る
。
通
勤
の
利
便
性
を
評
価
し
た
東

芝
や
全
日
空
な
ど
の
大
企
業
が
、
こ
ぞ

っ
て
社
宅
や
寮
を
建
設
し
た
。

　

商
店
街
は
戸
建
、
団
地
、
社
宅
の
主

婦
た
ち
で
賑
わ
っ
た
。
引
越
し
の
手
伝

い
を
す
る
な
ど
、
学
生
と
地
域
住
民
の

交
流
も
盛
ん
だ
っ
た
。
野
球
部
が
六
大

学
野
球
で
優
勝
し
た
と
き
な
ど
は
、
街

全
体
で
祝
福
し
た
と
い
う
。
日
吉
に
は

商
店
街
を
核
と
す
る
濃
密
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
築
か
れ
た
。

◆
高
齢
者
支
援
と
地
域
再
生
の
核
に

　

地
元
の
不
動
産
業
者
は
こ
う
語
る
。

「
慶
応
の
卒
業
生
の
中
に
は
、
商
店
街

と
の
つ
な
が
り
を
懐
か
し
く
思
っ
て
く

れ
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。
就
職
や
結

婚
を
し
た
あ
と
、
こ
の
日
吉
に
戻
っ
て

く
る
人
も
い
る
ん
で
す
よ
」

　

と
こ
ろ
が
、
平
成
に
入
る
と
社
宅
や

寮
が
売
却
さ
れ
、
跡
地
に
分
譲
マ
ン
シ

ョ
ン
な
ど
が
建
設
さ
れ
た
。
若
い
世
代

が
流
入
し
、
一
方
で
は
戸
建
の
住
民
の

高
齢
化
が
進
ん
だ
。
車
社
会
へ
の
移
行

と
と
も
に
大
型
店
が
登
場
し
、
商
店
街

の
役
割
が
薄
れ
て
い
く
。
街
全
体
が
変

わ
っ
た
と
薄
井
氏
は
言
う
。

「
ア
パ
ー
ト
で
暮
ら
す
学
生
、
マ
ン
シ

ョ
ン
に
入
る
若
い
世
代
、
古
く
か
ら
戸

建
に
住
む
高
齢
者
。
日
吉
の
街
は
三
層

に
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
」

用
の
土
地
を
探
し
て
い
る
」

◆
慶
応
大
学
誘
致
で
発
展
し
た
日
吉

　

慶
応
大
学
は
、
関
東
大
震
災
の
復
旧

作
業
が
一
段
落
す
る
と
と
も
に
キ
ャ
ン

パ
ス
拡
張
の
検
討
に
入
る
。
手
狭
に
な

っ
た
三
田
か
ら
大
学
予
科
を
移
転
さ
せ

る
方
針
が
決
定
さ
れ
る
。
小
林
は
慶
応

の
機
関
誌
「
三
田
評
論
」
に
掲
載
さ
れ

た
塾
長
の
論
文
を
五
島
に
見
せ
た
。

「
五
島
ク
ン
、
東
横
沿
線
に
天
下
の
慶

応
大
学
が
来
る
と
な
れ
ば
、
で
っ
か
い

拾
い
も
の
だ
よ
」（
菊
池
久
著
『
光
芒

と
闇
』
経
済
界
）

　

沿
線
に
大
学
を
誘
致
す
れ
ば
、
永
続

的
に
固
定
客
が
確
保
で
き
る
。
日
本
有

数
の
大
学
が
来
る
こ
と
で
沿
線
の
イ
メ

ー
ジ
は
確
実
に
上
が
る
。
五
島
は
慶
応

大
学
の
誘
致
を
即
座
に
決
断
し
た
。

　

五
島
は
、
日
吉
駅
の
東
側
に
広
が
る

約
12
万
坪
の
土
地
の
う
ち
、
東
京
横
浜

電
鉄
が
保
有
し
て
い
た
7
万
2
０
０
０

坪
を
無
償
で
提
供
す
る
と
慶
応
大
学
に

申
し
入
れ
た
。
慶
応
大
学
は
日
吉
移
転

を
決
定
し
、
34
年
5
月
、
日
吉
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
授
業
が
開
始
さ
れ
た
。

　

そ
ん
な
折
、
97
年
度
か
ら
南
日
吉
団

地
の
建
替
事
業
が
始
ま
る
こ
と
に
な
っ

た
。
建
替
え
に
あ
た
り
、
U
R
で
は
地

域
住
民
か
ら
広
く
要
望
を
募
っ
た
。
薄

井
氏
は
当
時
を
振
り
返
る
。

「
商
店
街
か
ら
も
、
高
齢
者
の
た
め
の

福
祉
施
設
を
建
設
し
て
ほ
し
い
と
い
う

要
請
を
出
し
ま
し
た
よ
」

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
将
来
を
見
据
え

る
U
R
は
、
地
域
の
声
に
応
え
る
た
め

に
も
、
高
齢
者
施
設
を
整
備
す
る
方
針

を
打
ち
出
す
。
条
件
を
満
た
す
民
間
企

業
に
、
建
替
え
で
生
じ
た
敷
地
を
賃
貸

す
る
と
い
う
。
選
ば
れ
た
の
は
学
研
コ

コ
フ
ァ
ン
。
高
齢
者
向
け
賃
貸
住
宅
事

業
な
ど
を
展
開
す
る
企
業
だ
。

　

学
研
コ
コ
フ
ァ
ン
は
、
建
替
事
業
で

再
生
し
た
コ
ン
フ
ォ
ー
ル
南
日
吉
の
一

角
に
2
0
1
0
年
3
月
、
コ
コ
フ
ァ
ン

日
吉
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
一
時
金
が

不
要
で
低
家
賃
の
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
向
け
住
宅
」
を
中
心
に
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
施
設
な
ど

も
備
え
て
い
る
。

　

U
R
は
採
用
条
件
の
一
つ
に
「
近
隣

住
民
も
利
用
で
き
る
施
設
を
設
け
る
こ

　

慶
応
大
学
の
誘
致
に
よ
り
、
の
ど
か

な
田
園
地
帯
だ
っ
た
周
辺
地
区
に
学
生

用
の
下
宿
や
ア
パ
ー
ト
が
増
え
て
い
っ

た
。
大
学
と
線
路
を
挟
ん
だ
反
対
側
の

日
吉
駅
西
口
で
も
、
戸
建
中
心
の
宅
地

開
発
が
進
め
ら
れ
た
。

「
駅
周
辺
の
開
発
は
田
園
調
布
を
モ
デ

ル
に
し
て
い
る
は
ず
で
す
よ
。
駅
か
ら

放
射
状
に
伸
び
た
道
は
、
田
園
調
布
と

そ
っ
く
り
で
す
か
ら
ね
」

　

そ
う
語
る
の
は
日
吉
商
店
街
の
組
合

理
事
長
を
務
め
る
薄
井
芳
夫
氏
だ
。
薄

井
氏
に
よ
る
と
、
開
発
当
初
は
一
区
画

当
た
り
3
0
0
坪
か
ら
5
0
0
坪
と
い

う
大
き
さ
で
分
譲
さ
れ
、
高
級
住
宅
地

と
し
て
注
目
さ
れ
た
と
い
う
。
現
在
で

は
地
価
の
上
昇
や
住
宅
地
と
し
て
人
気

を
集
め
る
実
情
を
考
慮
し
、
区
画
が
細

分
化
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
高
級
住
宅

地
と
し
て
の
名
残
は
、
わ
ず
か
に
残
る

程
度
だ
と
い
う
。

　

高
級
住
宅
地
か
ら
さ
ら
に
離
れ
た
地

区
に
は
、
手
ご
ろ
な
戸
建
住
宅
や
ア
パ

ー
ト
が
軒
を
連
ね
た
。
大
学
誘
致
に
よ

る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
日
吉
に

は
多
く
の
住
民
が
流
入
し
始
め
る
。

と
」
と
い
う
条
件
も
出
し
て
い
た
。
コ

コ
フ
ァ
ン
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
な
ど
は
、
団
地
居
住
者
や
地

域
住
民
も
自
由
に
利
用
で
き
る
。
完
成

し
て
2
年
と
い
う
新
し
さ
、
送
迎
も
完

備
す
る
行
き
届
い
た
シ
ス
テ
ム
を
、82

歳
の
薄
井
氏
も
歓
迎
し
て
い
る
。

「
安
く
利
用
で
き
る
施
設
に
、
周
辺
住

民
は
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
よ
」

　

さ
ら
に
、
学
研
コ
コ
フ
ァ
ン
は
建
物

に
学
習
塾
を
併
設
し
た
。
塾
に
通
う
子

ど
も
や
近
隣
の
保
育
園
児
が
、
親
も
含

め
て
コ
コ
フ
ァ
ン
日
吉
で
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
す
る
。
高
齢
者
と
交
流
す
る
こ

と
で
、
世
代
間
で
分
断
さ
れ
た
地
域
住

民
の
つ
な
が
り
を
再
生
し
よ
う
と
す
る

試
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
や
若

い
世
代
な
ど
の
地
域

住
民
と
、
高
齢
者
が

共
存
す
る
た
め
の
場

所
。
コ
ン
フ
ォ
ー
ル

南
日
吉
は
、
そ
ん
な

「
地
域
の
核
」
に
発

展
す
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
。

［企画制作］新潮社
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充
実
す
る
高
齢
者
支
援
施
設
の
隣
接
で

新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ
る
日
吉
の
街


